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考 察
　若年性歯周炎はMansonとLehner13）によって
命名（Juvenile　Periodontitis，　JP）され，一般に
13～20歳の年齢層に発症するとされる．本症には
限局型（Localized　Juvenile　Periodontitis，　LJP）
と広汎型（Generalized　Juvenile　Periodontitis，
GJP）の2つの病型が示されている．また，この若
年性歯周炎は成人性歯周炎における骨吸収の3
～4倍程度の進行性を特徴とする．本症例におけ
る家族歴においては広汎型（GJP）の遺伝的要素は
不明であるが，患者本人の問診による12～13歳時
の早期症状の自覚および初診時のX線所見では
広範囲にわたる歯槽骨の吸収が認められ，また，
病巣からの細菌検出成績はMandel15）の報告と近
似し，A．　actinoinLvcetemcom．iJtans，　C（tPva．OCJ，to・
1）hagct　sp．およびP．　interηiediaなどグラム陰性菌
群の検出率が極めて高い事実と考え合わせ本症例
はGJPと考えた．　GJP及びLJPは特に顕著な特
徴としてPlaqueの蓄積が少なく歯根表面の汚
染，歯石の沈着もほとんどないことが挙げられ，
その発症因子には免疫応答性も深く関与している
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ものと考えられる．本症例においては，初診時，
PCR値が100％であり，歯根表面の汚染がかなり
みられたがその後Plaque　Controlの結果，最終的
にPCR値は15．4％まで減少した．これによりポ
ケット内への感染原因であるプラーク細菌の減少
が計られたが，臨床的に十分な改善を認めるデー
タは得られなかった．その為，歯周膿瘍からの浸
出物より得た細菌検出成績からの臨床確定診断と
同時に，GJPの主原因菌であるP．　intermedia，、4．
actinomycetemcomitans，　CaPnocytoPhagaに対す
る，ペリオクリン⑱の感受性試験を行った結果，
良好な感受性が得られたので臨床応用を行った．
その事はGJPにおける歯周ポケット内原因菌の
減少と質的変化をもたらしたものと考えられる。
通常LDDSの施行は歯周外科治療後に行うのが
普通であるが，今回の症例においては，患老の歯
周外科治療に対する同意が得られなかった為，手
術の実施は行わなかったが，ペリオクリン⑱を用
いたLDDSの結果，良好な臨床効果を得る事がで
きた．
　一方，ペリオクリン⑱によるポケット内細菌数
の減少効果については，1988年に上田らが成人性
歯周炎患者より分離したB．gingivalis，　B．　in　te　r－
medius，　B　melaninogenicus，　CaPnocytoPlaaga　sp．，
H．actinomycetemcomitansなどに対する感受性
を調べ，これらすべての菌種に発育抑制を示すこ
と，また本剤を臨床的に投与し，1週間目と4週
間目における歯肉溝滲出液量，歯肉炎指数，ポケッ
トの深さなどについて調べ，ペリオクリン⑬がこ
れらの臨床症状の改善をもたらすことを報告して
いる14）．
　本症の化学治療においてはテトラサイクリンの
全身投与の有効性も指摘されている15）．すなわち，
ミノサイクリンは細菌抑制のみならず，線維芽細
胞のPG－E2及び6一ケトPG－FIの合成を阻害し
て，細菌抑制のみならず，炎症を抑制することも
示唆されている．また，上田らは4mm以上のポ
ケットを有する患者にスケーリングのみを行った
場合とスケーリングとペリオクリン⑱を併用使用
した場合，スケーリングとペリオクリン⑱を併用
した場合の方が臨床的効果が高いことを述べてい
る16）．本症の化学療法において，抗生物質の経口投
与に比較し，LDDS（除放性薬物局所配送療法）は
副作用やポケット内薬物有効濃度の到達維持の点
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から極めて有効である．今回，重度広汎型の若年
性歯周炎の患者の初期治療において，ペリオクリ
ン⑱およびスケーリング，Plaque　Controlの併用
療法によって良好な結果を得たことからも全身的
薬物療法に比較してペリオクリン⑱のLDDSが安
全でしかも臨床的に有用性のある方法と考えられ
る．
結 語
　今回，われわれは高度広汎型若年性歯周炎の初
期治療において，患者の歯周ポケット内および歯
周膿瘍から得られた滲出物（液）を材料として細
菌学検索培養を行い，確定診断をGJPとした．そ
して，主要分離菌のペリオクリン⑱に対する感受
性試験の結果にもとついて，良好な臨床効果を得
たので、その概要を報告した．
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